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iSALE shock physics codeを用いた衝突計算
Numerical modeling of impact phenomena using iSALE shock physics code
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iSALE [impact-SALE (Simplified Arbitrary Lagrangian Eulerian)]は惑星科学研究者に対して公開されている衝突流体計
算コードである。特に惑星科学研究用に特化したオプション、初心者でも解析が可能な描画ソフトがパッケージとして配
布されており、すでに多くの欧米の研究者が使いはじめている。これまで日本の惑星科学衝突コミュニティでは扱える
ものが皆無であった ANEOSや物質強度の効果を取り入れた衝突計算を手軽に走らせることができることは大きな利点
である。我々は日本の惑星科学コミュニティでも iSALEを自由に扱える環境を作るために「iSALE users group in Japan」
という活動を開始した。まだまだ整備途中であるが、情報をまとめた wiki ページとメーリングリストを立ち上げている。
発表では様々なテスト計算の例を紹介する。

iSALE users group in Japanのウィキページ
https://www.wakusei.jp/˜impact/wiki/iSALE/

Mailing list
isale-users-jp@perc.it-chiba.ac.jp
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